







































渡邊の主要著作として， 『商事經誉論」 （1922)， 『都市計臺及住宅政策」 （1923)， 「經濟政策要論」
(1924), 「英國の勢働組合運動」 (1924), 「工場經管論j (1926), 「現代政治社會管見』 (1926), 「産業合
理化」 （1930）などが挙げられる。
また，会計（学）に関連する彼の著作としては， 「會計發達譽史」 （｢國家學會雑誌」 （1916))， 「會計
士制度ノ沿革竝二諸國二於ケル現状（其一）～（其四)」 （｢經濟學・商業學國民經濟雑誌」 (1917)),




























































































































の会計」 (AccountingamongAncientNations) と，後半の「中世の会計」 (Accountingduringthe
MioddleAges) とに二分されている。




































計史」は， 「ブラウンの会計史」 とともに，会計史研究の古典， また，現代の会計史研究の起点ないし
出発点と評価されるべき著作である。
Ⅲ渡遭鐵藏の「會計發達署史」 （1916）



















































































たいと思ふ。 ・ ・ ・ 」'6)と。
上述のように，渡邊は， 「商事經誉論｣の執筆の目的を述べるのであるが,特に本書の構成については，



















まに「 」を付して記載している。また,必要に応じて， 「ウルフの会計史」中の文言（英文）を「 」



















































































らには．公証人の業務も併せ行っていた銀行家の会計では， 上記のように， 「・ ・ ・Memoranda
(91℃加加α彫〃") [備忘帳］二記入シ更二之ヲ貸､借雨側ヲ厘分セルDayBooks("〃e"ze"d@s) [日記帳］
及Ledgers ("6"d"g7℃沈加α"わ) [元帳] ･ ・ ・」と説かれるよいうに，特定の帳簿への記帳を基軸
















録官］アリテ會計係書記係ノ役ヲナシテ居ツタ。 ・ ・ ・ 」鋤)と述べている。
共和制時代のローマの会計についても，元老院を中心とする国家の会計にかかわる記述であるが，他
方で，渡邊は，私経済の会計事情についても帳簿組織に関連させて記述している。すなわち，家長の会































うに， 「上古」の項末に， わずか数行で， 「紀元四百七十六年西羅馬帝國［西ローマ帝国］ノ滅亡セル時









マ帝国の滅亡からノルマン人のイングランド征服後までは，記録すべき重要なことはない。 ・ ・ ・」妬)と
述べられている。ただし，その後で， 「・ ・ ・ただこの期間には，精級な財政制度および有名なパイプロー
ル[PipeRolls:エクスチェッカー(後述）において記録されたパイプ状の巻物形式による公的会計帳簿］
をもったイギリスのエクスチェッカー[Exchequer:財務府一中世イングランド国家財政の主務官庁］


















Exchequer]ノ公金ノ収支ヲ監督シ、検査スル義務ヲ有シダ。 ・ ・ .｣38)と記している。































彼はまた， 「 ・ ・ ・各種ノ寺院［修道院］二於イテ作ラレタルCompotus [コンポータス］即
AccountRollsハ頗ル莊園ノ計算簿二類似シテヲツテ、収入、支出及財産目録ノ三部ヨリ成り、或ヒハ
obedientiarii (ObedientiaryRolls [修道院管理役員のロール]) トモ構セラレ十三世紀ヨリ十六世紀頃
迄ノ記録ガ多ク傳ハツテヲル｡｣蝿)とも述べており，王室の財政管理のための会計の方式が修道院の会計
にも影響を及ぼした旨を記述している。

























醒ノ先導者トナリタルモノハ伊太利デアル。 ・ ・ ・ 」49)と指摘した上で, 11世紀末頃からの地中海周辺で
の「商業の復活」 （商業ルネッサンス）以来， ヨーロッパ経済の中心になったイタリアの会計事情につ
いて，次のように述べている。すなわち，









ここでは，上記の文言から繰り返しの引用になるが， 「・ ・ ・商業モ亦彼等ノ間二頗ル隆盛ヲ極メ從
ツテ其必要二應ズル會計ノ形式モ亦．、二發達ノ萠芽ヲ現ハシタ・ ・ ・」， また， 「 ・ ・ ・銀行ガ複雑ナ
ル業務ヲ管ミ各種ノ帳簿ヲ記録スルノ必要上整然ダル會計ノ記録ヲ必要トシ、從ツテ會計ノ技術二於イ


































この点について，渡邊は， 「 ・ ・ ・今日ノ複式記入ノ形式ハ十三世紀ノ終或ハ十四世紀始頃「ゼノア」
ノ會計簿二於イテ其濫膓ヲ發シタルモノナルコトヲ認メザルヲ得ナイ。而シテ國ノ財政管理ノ會計簿二
於イテ千三百四十年二於イテ完全二發達セル複式記入ガ行ハレテアッタ。 ・ ・ ・ 」と述べて，底本であ


















書ハ千四百九十四年「ヴエニス」二於イテ現レタ。 ・ ・ ・」鉛)と。
－72－
経営論叢第10巻第2号（2021年3月）
上述のように，渡邊は， 「會計ノ技術ハ十五世紀ノ終二及ンデ各國二於イテ大ナル進歩ヲ遂ゲ・ ・ ・ 」
と述べた上で， 「・ ・ ・簿記ニ開スルー様ノ形式ハナホ未ダ定マルニ至ラズ將二何人力F出デ嵐之二學
問的ノ組織ヲ與フルコトノ必要ナル時期二達シテ居ツタ。 ・ ・ ・」，そして， 「・ ・ ・此需要二答ヘテ最
初ノ簿記ニ開スル印刷セル著書上梓ノ名譽ヲ荷ヒタルモノハ伊太利ノ僧侶LucaPacioloデアル。 ・ ・ ・」
と説いて， 1494年に世界で最初に複式簿記を印刷教本の形態で解説したのがPacioloであることを明ら
かにしている。

























トヲ明示スルモノデアル。 ・ ・ ・ 」銘)と。








學ハ鉄クベカラザルー學科トシテ教授セラル国二至ツタ。 ． ． ．」60)と記して, Pacioloの「簿記論」以
後に各地域で出版された簿記書について概説している。
このうち, 16世紀のイタリアで刊行された簿記書については，以下のように言及されている。






















”海蛇"dなB"c"〃α/彫〃 ・ ･ ･ ･］存在スレドモ、伊太利式ノ簿記ヲ独逸二輸入セルモノハー五百四十九年
WolHgangSchweicker ノ著セルZweifacheBuchhalten [原文表記のまま：正しくはZ""c"e
B"c""/花"" Sα加〆sej"'Gio〃α／…． (Niirnberg)] トイフ著書デアル。但シ之ハ前記ノM2nzoniノ
著書ノ猟訳ナリト稲セラレテヲル。而シテ是ヨリ以後二現ハレタル著書ハ多ク既二伊太利式ノ簿記ヲ基
礎トセルモノデアル｡｣65)と述べている。












































さらに，渡邉は, 17～18世紀のイギリスで刊行された簿記書について， 「・ ・ ・十七世紀、十八世紀
ヲ通シテMalynes [GerardMalynes], Gent [誤り :JohnCarpenter],Daforne[RichardDaforne],
Monteage｢StephenMonteage｣,Hayes [RichardHayes],Mair[JohnMair],Booth[Benjamin
Booth], Reina[P.A.Reina], Jones [EdwardThomasJones],Mill [JamesMill]等ノ數多ノ著書現
ハレ． ． ．」71)と述べるとともに, 19世紀に刊行された簿記書についても， 「． ． 、十九世紀ニハ
PatrickKelly, JamesMorrison, B.F.Foster等ノ著書ガ廣ク行ハレタ。 ・ ･ ･｣72)と記している。
渡邉は，上述のように, 17世紀のイギリスの簿記解説書の著者として,Malynes, Carpente,






そして，彼は， 「 ・ ・ ・而シテ最近二及ンデハ簿記ハ公會計、商業、工業、鑛業、鐵道、銀行其他各
種ノ部門二於イテ頗ル顕著ナル發達ヲナシ種々ノ良著現ハレ今ヤ簿記ノ學問ハ殆ンド完全ノ域二達セリ
ト云フモ過言デナイ。 ． ． ．」73)と記して， 「ウルフの会計史』を底本とした「會計發達署史」の「近世」
の項を実質的に終える。









上記のように，渡邉は， 「・ ・ ・米國二於イテモ近世二於イテ簿記ノ發達ヲ見, ・ ・ ・」， また， 「・ ・ ・
我國二於イテモ西洋文明ノ輸入ト近世式商業ノ發達二伴ヒテ最近二複記式ノ簿記ノ普及ヲ見ルー至り既











































ここでは， まず， 「會計ノ正確ヲ検査スルタメニ職業的二検査人(auditor) ノ制度ノ發達セルコトハ
最近ノコトデアル・ ・ ・」と記して，専門職業人としての「検査人｣，つまり，会計士の制度の発達が









































































































おく。編（部） と章の構成から， 「ブラウンの会計史」が，会計の歴史を叙述するにあたり， 『ウルフの会計





































9） Brown(ed.) [1905], p.vii.
なお， ここで「・ ・ ・スコットランドの会計士団体に法人化50周年を記念して・ ・ ・ 」と記されている組
織とは，上掲の図表の末尾に示されるように,OSocietyofAccountants inEdinburgh(1853) と，②
InsitututeofAccountantsandActuariesinGlasgow(1853)である。これら二つの団体が， もう一つの団
体であるSocietryofAccountants inAbedeen (1867) と, 1951年に合併して，現在のInstituteof














世界大戦の敗戦から間もない時期に古代会計史の部分に関する邦訳書（片岡（義） （訳） ［1947］ ；同（訳）








(Woolf [1912], p.vi(片岡（義) ･片岡（泰) [1977], v頁))。
Woolf[1912], p.vii (片岡（義) .片岡（泰) [1977], v頁).














に就任, 1916年9月に教授昇任。 1917年6月に上野道輔が助教授に就任。 1919年4月に法科大学から経済・
商業の2学科が分離･独立して経済学部が設置，同年4月に上野道輔が教授昇任。 1927年6月に渡邊が休職，
1929年6月に退職(See東京大学経済学部（編) [1976], 12"1210頁)。











































































ただし,Woolfは， 自著の中で， 「・ ・ ・ローマ人が複式簿記を理解し， またこれを記帳の際に採用したと
言う説があるが， この説に対しては何等の根拠が無い。 ・ ・ ・ 」と明確に否定している(Woof[1912],p.43









Woolf [1912], p.55(片岡（義) ･片岡（泰) [1977], 6364頁。
















































































































Paccioli", "LucaPaciolo", "LucasPacioli"など， さまざまな綴りのものが見られた。しかし，今日の通説に
よれば，彼の名前を姓のみで表記する場合には姓は単数形の"Paciolo"と記し，他方，姓と名で表記する場
合には「パチョーリ家のルカ｣，つまり，家族を表すという意味で姓は複数形の"Pacioli"を用いて"Luca
Pacioli"と記すのが正しいとされる（小島[1973],序3頁；泉谷[1980], 1頁注(1) :岸[1990], (序) ii-
ni頁；片岡（泰) [1988], 101頁；同[m7], 85頁;seeTaylar[1944])。
渡邊[1916], 96頁；同[1922], 585-589頁◎






















とができる。具体的には, Jager [1876] ;Gitti [1878] ;Kheil [1894] :GeUsbeek[1914] ;Crivelli [1924] ;
Penndorf [1933] ;HaulotteetStevelinck[1962] ;BrownandJohnston[1%3] ;Cripps [1995]など， ま















は現存しないようである(BywaterandYamey[1982], p.41;seeWoolf [1912]. p.121 (片岡（義) ･片岡
(泰） （訳)， 128頁) ;seealsoBrown(ed.) [1905], p.120;ICAEW[1975], p2)。
渡邊[1916]. 98頁；同[1922], 590-591頁。





































それは, SimonStevinの「簿記論」 (1607)である。Stevinは, 17世紀初頭にあって，近代的な期間損益計
算（年次決算）を唱導した人物として，会計史上， しばしば，先に言及したPacioloと比肩される人物とし
て取り上げられる。彼の「簿記論」の特徴は,今日の簿記教科書の解説にある帳簿決算手続には拠らないが，







橋本[2007] (第4章～第6章）などを参照されたい(SeealsoWoolf[1912], pp.129-130(片岡（義) ･片
岡（泰） （訳) [1977], 135-136頁) :TenHave[1956] :岸[1975] (第7章) ;BywaterandYamey[1982],


































































このことは， 日本経営学会の第1回大会の「開會の僻」からもうかがわれる。すなわち， 「・ ・ ・最初から
して其の創立總会の時に懸けまして我々の間に問題になりましたことは，此の會の名前を商業學會とする









究の題目に致したい，斯う云ふ風に會の趣意はなって居るのであります， ・ ・ ・」と記されている。そして，
「・ ・ ・大膿會の方針として予定致して居りますことは，毎年斯う云ふやうな大會を開きまして， そうして

























シ精嚴ナル批判ヲ下スベキ機會を奪ハルル事ト相成り ・ ・ ・上下両議院諸公二對シテ熟考愼慮ノ餘裕
ヲ與ヘラルルノミナラズ生等ノ對シテモ亦一般公衆ト共二所信ヲ披瀝シ邦家ノ爲メ相應ノ分ヲ壷スノ

























































［2018］ 「東夷五郎「簿記の起源及沿革」 （｢新案詳解商業簿記」 (1903))－会計の専門的研究者によるわ
が国会計史研究の噴矢一」経営論叢，第7巻第2号， 103160頁。
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